




















































　∫　　　　　　　　　　　　　　π＋11　ξ乞≧1　　 　； ρゼ＞1 　　 　；　Σ一＝1　とすると
　　　　（ガー1，…，麗）　（何，2…，勉＋1）　‘一・ρ喜
／　謡＋ρ毒※才
　　　　　　　　　　ハ　　ユ　　　　　　　　　　　　　　ゐ　　エ（証）F（ξ・2…・ら）一飴＋毒一1ξ匹舷（ξ透一・）｛兀“・〕
　　　　　　　　　　¢昌1　　　　　　　　　　　　　　　乞司
　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　 　
　
い冬！蝕…論帰（・一ξ凸・ベ…党壽すると
　　ξ・＝ξ2；…＝ξπ＝1をうる。
このとき　づ．ブ＝1，2，…，％　として
　　F乞乞（・・…・・）一一岩（去一・）；F葛フ（・・…・・）一Fゴ乞（・・…・・）一一議∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳ブ）
よって，
　　Z）㎜＝Fl1F12…F耽＝　　　　　　　　　一ナ（3r・）一ゐ，…一毒
　　　　争F羽。●●与
　　　　F㎜、F励2…E㎜彿
　　　　　　　　　一協、哉（3r・）…一訪勉　＞・
　　　　　　　　　　ρ毒、訪、……毒（毒一・）（別二1，2，．．．，の
であるからF（ξ、，…，ξ％）は（1，…，1）で極小値（最小値）0をとる。よって
　　　　　　　れ　　　　　禽妾＋誌、≧Tξ戸
　　　　　　　‘轟一
3．定　理（1〕
　　　　　　　　　　鵬1　α、乞＞0；ρ、＞0 　　 　　Σ一一＝1　とすると
　　　　　　（海一1，2，…，n）‘一・ρ乞
　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　苺晒¢…α煽≦（嵩べ）π（盈べ）凧一（禽べ）振
　　　　　　　　　　　　　　　　二，三の不等式について
（証）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拠　1
　　　ξ‘≧1　　　　　　　のときΣ一＝1なら
　　　　　　（づ一1，2p…，7筋1）　　‘目・あ
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ξ1再2凧．＿ξ％．P…≦亙L＋塵L＋＿＿＋ξ…＋⊥
　　　　　　　　　　　　　　ρ1　　ρ2　　　　　ρ卿＿1　　ρ？π
ここで
　　　ξ1＝一勉一，……，ξ㎜一1こ娠覗　（但しα1乞≧砺¢，……，砺一1¢≧娠乞）
　　　　　α橘乞　　　　　　　　　　　　σ隅乞
とすると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　
　　　礁嬬……α認嬬≦α1¢＋璽＋一・＋σ慨
　　　　　　　　　　　　　　ρ1　　汐2　　　　　1）勉
　　　　　　　上
　　　　　　　ブな
これで更に，σ艇　の代りに靴とかき直すと
　　　　　　　　　　　　　ど　　　　　　ぞ　　　　　　　　　　　　ブハ
　　　α1μ2乞……θ？乃一、μ？乃乞≦＿璽一＋＿勉一＋＿…＋4慨
　　　　　　　　　　　　　ρ1　　カ2　　　　　伽
これを使って
　　　π　　α1乞　　　α2乞　　　　σ循　　　1　　1　　　　　1　　　揖（Σα、野）毒（Σぜ）毒…（Σα属冊）毒≦カ1＋カ、＋…＋万＝1
よって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ゑα・乞α2‘……α惚≦（急仏君）月（か野）恥……（嵩嬬）P皿
これはH61derの不等式の拡張である。
4．定　　理〔2）
　　　　　　　　　　　　　　犯　1　　　σ届＞0；毎＞1；　Σ　　＝　1であって
　　　　　　（々一1，2，…1π）κ一・ρ冶
　　　め　　ヂあ　　　　　　　　　　　　　の
　　　Σ砺乞が収束ならΣα、幽……α伽は収束であって，
　　　‘隅1　　　　　　　　　　　　　　　　乞冨1
　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　
　　　茎噛……α％≦取解）π
　　　　　　　　　　　　なコエ
証日服定理（、〕によって明かである．
5．定　　理〔3〕
　　　α研ますべて正でρ＞1とすると
　　　　　　　　　　　　　　　　，π一1　　　　　　　　　　　　　δ1　　　　　δ2　　　　　　σ2
　　　〔ゑ晩＋吻＋……＋司隷論壕（趣）ア（胴）王一（躰）ア
（イ旦しg4十喚十…十g窺＝吻一1）
9
10　　　　　　　　　　　草　野　万三郎
（証）
　の　　　　　　　　　 ぞ　の　　　　　　　　　ぞロ　ハ　り　　　　　　　　　ゅロユΣ（α・汁σ2汁……＋σ伽）＝Σ（召、¢＋召％＋……＋α幅）　　　（召、6＋召2¢＋……＋4煽）
　‘昌且　　　　　　　　　　　　　‘＝1
　　一盈〔（碗＋晦＋……＋　灘1）4鴇鵡亀α1’ψ…嬬〕
定理（3〕により≦〔Σ晦＋一……耀rl蔦議繊，（ボ（就
よって
　　　　　　　　ハロユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　なエ　（盈（殉＋吻＋……＋　ノ）㌔霧，9鐙！三瑳！（細……（Σα疵）ア
以上で9・＋92＋…＋勉＝別一1であるから少くとも1個は欠落する。
ここにえた不等式は拡張されたMinowokiの不等式である。
6。定　理〔4〕
　　　　　　　　　恥1召齢＞0；ρを＞1　 　 　；　Σ一＝1のとき　　　　　（々＝1，…卿）κ司毎
　め　　　　　　　　　 め　　　　　　　　　　　ぞ　Σ砺殊が収束ならΣ（41¢十α2¢十……十α剛）が収束であって，
　‘冒1　　　　　　　　　‘亀1
　　　　　　　　況一1　　　　 踊　　q鳶『　〔ゑ（碗＋砲＋……＋　ノr、黒，9講三瑳！取悉σ轟）ア
　　　　　　　　　　　　　勘一茎
証明は定理〔3）によって明かである。
7．定　理（5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　わ鯛は（σ・δ）で可測な醐でそしてにρ㌃＞・遣去一・に対してゐ1鯛1駈
　　　　　ユ蒋在するときはは11姻は積分可能で・
　　　　　鳶昌1
　　ゐ　ハ　　　　　　　 の　　 め　　　　　　
　　∫、i加）砒≦／ゐ睡）IP・恥
　　　驚置1　　　　　　　　㌃讐1
が成立する。
証明は定理（1〕による。
8．定　理（6〕
姻は⑳で可測な函数でそしてρ＞1に対し鱒鮮　存在するときは
　　　　　　　　　　　　　　　二，三の不等式について
　ゆ　Σ五（％）は積分可能で，
κ昌1
　　　（∫ll急んα）1・）駄濫瓢（∫レ塩α）1》）讐
が成立する。
　証明は定理〔3）による。
11
